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特集
健康づくりの輪を
広げよう！
健康寿命を延ばそう！
『けんこうチャレンジ
 2017』

生
協
・
農
協
・
広
島
県
が
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す

　

広
島
県
内
の
３
つ
の
医
療
福
祉
生

協
（
広
島
中
央
保
健
生
協
、
広
島

医
療
生
協
、
福
山
医
療
生
協
）
は
、

健
康
習
慣
の
定
着
と
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
て
、
健
康
に
関
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
か
ら
は
「
け
ん
こ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
、
広
島
県
生

協
連
が
主
催
と
な
り
、
実
行
委
員
会

を
組
織
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。
実

行
委
員
会
に
は
、
３
つ
の
医
療
福
祉

生
協
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
、
日
立
造
船

因
島
生
協
の
他
に
、
広
島
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
、
広
島
県
（
ひ
ろ
し

ま
食
育
・
健
康
づ
く
り
実
行
委
員

会
）
も
参
加
し
て
、
広
島
県
全
体
の

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
テ
ー
マ
で
習
慣
づ
け

　

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
大
人

は
２
か
月
間
、
キ
ッ
ズ
は
30
日
、
自

分
で
選
択
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
内
容
を

毎
日
実
践
し
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
分

野
は
食
事
、
運
動
、
生
活
リ
ズ
ム
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
11
コ
ー
ス
を
設

定
。
複
数
選
択
も
可
能
で
す
。
各
生

協
で
行
わ
れ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
企

画
に
よ
っ
て
、
申
込
者
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
医
療
福
祉
生
協
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

今
年
の
参
加
目
標
７
，
０
０
０
人

　

２
０
１
６
年
は
申
込
目
標
５
，

０
０
０
名
に
対
し
５
，
１
２
５
名
の

参
加
が
あ
り
、
前
年
比
１
３
０
％

と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
か

ら
後
援
を
い
た
だ
い
た
広
島
県
・

全
市
町
と
全
教
育
委
員
会
に
加
え
、

２
０
１
７
年
か
ら
は
新
た
に
共
催
と

し
て
、
広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央

会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
申
込
数
７
，
０
０
０
名
を
目
指
し

取
り
組
み
ま
す
。
今
年
の
特
徴
的
な

動
き
と
し
て
は
、
教
育
委
員
会
を
通

し
て
、
広
島
市
中
区
小
学
校
校
長
会

や
、
三
次
市
小
学
校
校
長
会
の
会
議

に
出
席
し
、
取
り
組
み
の
紹
介
と
参

加
の
呼
び
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

広
島
県
「
ひ
ろ
し
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ

イ
ン
ト
対
象
事
業
」

　

さ
ら
に
今
年
度
の
け
ん
こ
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
、
広
島
県
が
２
０
１
７
年

３
月
よ
り
導
入
し
た
、
県
民
の
健
康

づ
く
り
活
動
を
推
奨
す
る
制
度
「
ひ

ろ
し
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
の
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
と
な

り
ま
し
た
。
広
島
県
民
の
※

健
康
寿

命
は
、
女
性
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２

位
、
男
性
は
ワ
ー
ス
ト
15
位
で
、
県

全
体
の
寿
命
と
合
わ
せ
て
算
出
す
る

と
、
女
性
は
14.
・
３
年
、
男
性
は
９
・

５
３
年
も
不
健
康
な
期
間
を
過
ご
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

広
島
県
行
政
と
連
携
し
た
「
け
ん

こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
よ
っ
て
、
広

島
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
で
き

る
よ
う
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
行
政
と
の
連
携
で

は
、そ
の
他
に
も
広
島
医
療
生
協
は
、

広
島
県
の
「
健
康
生
活
応
援
店
」
の

〝
健
康
づ
く
り
関
係
団
体
〞
で
登
録
。

広
島
中
央
保
健
生
協
は
、
広
島
市
の

「
元
気
じ
ゃ
け
ん
ひ
ろ
し
ま
21
協
賛

団
体
」
の
〝
健
康
づ
く
り
関
係
団
体
〞

と
し
て
登
録
。
生
協
ひ
ろ
し
ま
は
、

広
島
県
の
「
ひ
ろ
し
ま
健
康
づ
く
り

県
民
運
動
推
進
会
議
」
の
特
別
協
賛

団
体
で
あ
り
、「
が
ん
検
診
に
行
こ

う
よ
」
推
進
会
議
」
の
会
員
と
な
っ

て
い
る
な
ど
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
、

健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
文
責
：
広
島
県
生
協
連 

福
島  

守
）

主催：広島県生協連
共催：広島中央保健生協、広島医療生協、福山医療生協、
生協ひろしま、日立造船因島生協、広島県農業協同組合中央会

※健康寿命：平均寿命から日常的・継続的な医療・介護に依存して生きる期間を除いた期間
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福
山
医
療
生
協

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
６
の
取
り
組
み

　

福
山
医
療
生
協
で
は
、
２
０
１
６

年
度
は
参
加
目
標
１
，
０
０
０
名
に

対
し
、
１
，
１
９
２
名
の
方
が
参
加

し
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

組
合
員
は
各
支
部
で
目
標
を
立

て
、
職
員
は
全
職
員
・
家
族
対
象
で

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

普
及
・
広
報
活
動
で
は
、
今
年
度

初
め
て
、福
山
市
教
育
委
員
会
か
ら
、

小
学
校
・
幼
稚
園
・
公
民
館
・
図
書

館
な
ど
へ
一
斉
送
信
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
エ
フ
エ
ム
ふ

く
や
ま
」
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し

ま
し
た
。
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
企

画
と
し
て
は
、
食
・
口
腔
（
歯
）・

運
動
企
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
食

企
画
で
は
初
め
て
プ
ロ
の
料
理
人
を

お
招
き
し
て
「
お
い
し
い
だ
し
の
と

り
方
・
お
い
し
い
だ
し
で
減
塩
料
理
」

の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
口
腔

企
画
で
は
「
口
腔
ケ
ア
と
歯
み
が

き
の
コ
ツ
・
あ
い
う
べ
体
操
」、
運

動
企
画
で
は
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効

果
的
！　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
し
か

た
」、
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も
好
評
で
し

た
。
２
０
１
７
年
度
は
、目
標
を
１
，

５
０
０
名
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

春
と
秋
の
年
２
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ

す
べ
て
の
世
代
を
対
象
に
し
た
多
彩
な
健
康
づ
く
り
運
動

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
は
春
の
「
庄
原
丘
陵

公
園
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」は
91
名
、

秋
の「
三
原
白
竜
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

は
82
名
の
参
加
で
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
は
春
の
「
府
中
歴

史
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
87
名
、

秋
の
「
ぐ
る
っ
と
瀬
戸
田
の
寺
め
ぐ

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
86
名
の
参
加

で
し
た
。

「
す
こ
し
お
生
活
」
は
じ
め
ま
し
ょ
う

　
〝
す
こ
し
お
生
活
〞
と
は
「
少
し

の
塩
分
」
で
「
す
こ
や
か
な
生
活
」

を
め
ざ
す
医
療
福
祉
生
協
の
と
り
く

み
の
総
称
で
す
。

○
〝
す
こ
し
お
〞
調
理
実
習
の
開
催

１
食
塩
分
２
ｇ
未
満
５
０
０
ｋ
cal
を

目
指
そ
う

○
減
塩
生
活（
塩
分
測
定
器
）を
使
っ

て
、
減
塩
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

○
ち
ょ
っ
と
か
け
ス
プ
レ
ー
の
普
及

も
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る
人
づ
く
り

保
健
学
校
を
開
校
し
保
健
委
員
の
養
成

脳
い
き
い
き
班
会
で
、
健
康
寿
命

の
増
進

脳
い
き
い
き
班
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
講
座

　

２
０
１
４
年
度
に
脳
い
き
い
き
班

会
（
教
室
）
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
、
14
班
の
脳
い
き

い
き
班
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
継
続
し
て
い
る
班
員
４
人
が

脳
い
き
い
き
班
会
マ
ス
タ
ー
養
成
講

座
を
卒
業
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年

度
は
マ
ス
タ
ー
の
４
人
が
講
師
と
な

り
、
脳
い
き
い
き
班
会
を
地
域
に
広

げ
て
い
き
ま
す
。

（
報
告
：
福
山
医
療
生
協

　
　
　
　
　
　
　

宮
澤　

千
明 

部
長
）

▲笑いヨガ講習会▼ 歯科衛生士による口腔指導 ▲おいしいだしのとり方・おいしいだしで減塩料理

ＷＨＯウォーキング（上の写真３点）乳がんの自己チェック講習

健康チェックサポーター養成講座

（上写真２点）トレーナーによる体操指導 すこしお調理実習の様子

脳いきいき班会養成講座の講義・班会で行う紙芝居やゲームの実践のようす（上３点）
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広
島
中
央
保
健
生
協

　

広
島
中
央
保
健
生
協
で
は
、
け
ん

こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
普
及
に
向
け
て
、

５
月
よ
り
組
織
訪
問
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
小
中
学
校
を
管
轄
し

て
い
る
広
島
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
部
健
康
教
育
課
へ
訪
問
し
、
広

島
市
内
に
あ
る
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
の
全
２
０
７
校
分
の
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
見
本
を
届
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
度
は
、
青
少
年
育

成
部
・
放
課
後
対
策
課
、
そ
し
て
広

島
市
中
区
・
西
区
・
佐
伯
区
の
地
域

お
こ
し
推
進
課
を
訪
問
し
、児
童
館・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
担
当
者
に
も
、

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。
児
童
館
な
ど
へ
の
案

内
は
、
支
部
運
営
委
員
会
で
提
案
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。

　

外
部
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
強
め

る
一
方
、
生
協
内
で
も
け
ん
こ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
、
各
地
域
・
支
部
で
普
及

す
る
た
め
に
組
織
し
た
、
け
ん
こ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
委
員
会
で
す
。
健

康
づ
く
り
委
員
・
健
康
づ
く
り
連
絡

員
、
そ
し
て
各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
委
員
の
総
勢
23

名
で
、
２
か
月
に
１
回
程
度
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
関
す
る
意
見
交
換
を
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
２
回
し
か
行
わ
れ
て

い
な
い
会
議
で
す
が
、
す
で
に
普
及

の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
多
く
寄
せ

ら
れ
、
広
報
活
動
な
ど
に
も
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
支
部
運

営
委
員
が
活
用
で
き
る
「
け
ん
こ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ　

お
す
す
め
の
ス
ス

メ
」
シ
ー
ト
や
、
支
部
で
使
え
る
行

動
計
画
表
、
組
織
部
内
で
担
当
者

が
共
有
で
き
る
支
部
別
の
取
り
組
み

シ
ー
ト
は
、
４
月
か
ら
す
で
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨

年
に
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

の
開
催
や
、
３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

脳
い
き
い
き
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養

成
講
座
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
組
合

広
島
医
療
生
協　

広
島
医
療
生
協
で
は
、
今
年
も
７

月
か
ら
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取

り
組
み
ま
す
が
、
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
以
外
に
も
組
合
員
に
よ
る
多
く

の
健
康
づ
く
り
活
動
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
１
つ
は
、『
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
学
校
』。
血
圧
測
定
や
体
脂
肪

測
定
、
運
動
や
食
事
な
ど
日
常
で
で

き
る
健
康
づ
く
り
を
中
心
に
し
た

学
習
講
座
で
、
２
０
１
６
年
に
初

め
て
開
校
し
ま
し
た
。
多
く
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
生
ま
れ
、
自
分
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
地
域

の
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
へ
参
加
し
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
組
合
員
が
集
ま
っ
て
地

域
の
方
へ
料
理
を
ふ
る
ま
い
、
そ
こ

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
「
ふ
れ
あ

い
会
食
」
や
、
町
の
喫
茶
店
を
お
借

り
し
て
地
域
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

を
開
い
て
い
る
「
心
の
と
ま
り
木
サ

ロ
ン
」
や
、
春
と
秋
に
行
う
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
歌
っ
て
踊
る
カ
ラ
オ
ケ
班

会
、
総
勢
２
０
０
人
を
超
え
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
、
組
合
員

が
主
体
の
健
康
づ
く
り
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
で
き

る
健
康
づ
く
り
の
輪
を
拡
げ
て
い

き
、
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
島
医
療
生
協
理
事
会

健
康
づ
く
り
委
員
会

教
育
委
員
会
や
児
童
館
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
回
っ
て
普
及
促
進

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
７
と
広
島
医
療
生
協
の
健
康
づ
く
り
活
動

健康サポーター養成学校 地域の青空健康チエック ウォーキングふれあい会食

心のとまり木サロン歌って踊るカラオケ班会200人が参加したグランドゴルフ大会

員
の
皆
さ
ま
と
組

織
が
一
体
と
な
っ

て
、
健
康
づ
く
り

の
輪
を
地
域
に
広

げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
島
中
央
保
健
生

協
理
事
会 

健
康
づ

く
り
委
員
会

スポーツ吹き矢大会

健康チャレンジ教育担当



4

けんこうチャレンジ 2017
特　集　Ⅰ

　広島県民の『健康寿命』がどのくらいか，皆さんご存知
ですか？平成25年のデータでは，男性は70.93歳で全国33位，
女性については72.84歳で全国46位といずれも低位なのが
現状。いつまでも元気でいるために，一人ひとりが健康づ
くりを心掛けたいですね。
　広島県では，県民の皆さまに健康づくりに対する意欲を
高めていただくため，県内の市町と協働して，3月10日か
ら「ひろしまヘルスケアポイント」を開始しました。
　「ひろしまヘルスケアポイント」では，栄養バランスの良
い食事，体重や歩数の記録など，日常生活の行動でポイン
トが貯まるほか，特定健康診査やがん検診を受診すること
で大幅なポイントが獲得できるなど，ゲーム感覚で楽しく
健康づくりに取り組めます。
　貯まったポイントは協賛企業で使えるポイントがもらえ
たり，抽選でスポーツ観戦チケットがもらえたりと様々な
特典を受けることができます。

■参加資格　　
18歳以上の県民の方
■取組方法　
①「HMカード」を取得してください（無料）。
（二次元コードをスマートフォンで読み取るか，「HMカー
ド　申請」で検索して，申請サイトから申請してください。）
②「HMカード」のIDで，パソコンやスマホで「ひろしま
健康手帳」にログインし，実践した健康づくりの取組を入
力すると，ポイントが貯まります。
③ポイントを貯めるとステージが上がって，ステージに応
じた特典が受けられます。
○詳細な入力方法や協賛事業者等は広島県の「ひろしまヘ
ルスケアポイント」のサイトに掲載しています。

■ひろしまヘルスケアポイントに関するお問い合わせ先
　広島県健康福祉局地域包括ケア・高高齢者支援課
　・健康長寿グループ：082-513-3214
　広島県ホームページ
　「ひろしまヘルスケアポイント」サイト
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hhcp/

■ＨＭカードの取得に関するお問い合わせ先
　広島県医師会ＨＭネット事務局：082-568-2117
　ＨＭカード申請サイト
　　https://kenmin.hm-net.or.jp/KENMIN/Hmcard/Issue1 

広島県生協連では、広島県が推進する県民の健康づくりに対する意欲を高める取り組み、「ひろし
まヘルスケアポイント」に協力し、けんこうチャレンジへ参加することでポイントが獲得できるよ
うに、広島県と連携した取り組みをおこなっています。
是非とも、けんこうチャレンジに参加して、自分の健康づくりへチャレンジすると同時に、うれし
い特典をゲットしてください。

けんこうチャレンジへの参加でひろしまヘルスケアポイントが獲得できます！

県民の健康づくりを応援！
「ひろしまヘルスケアポイント」がスタート！
広島県健康福祉局地域包括ケア・高齢者支援課

こんな健康づくりでポイントが貯まります

※二次元コードの設置施設や入力方法は，ひろしまヘルスケアポイントホームページで確認してください。

　区　  分　　　取　　　　　　組　　  獲得ポイント 　　入力方法
　　　　　　 特定健康診査等の受診　  500ｐ（年１回）    結果のアップロード
                                                         　　　　　 （一部の機関では二次元コー
 疾病予防      がん検診の受診          500ｐ（年１回）   ドの読み取り・アクセス
 （早期発見）                                                          コードの入力も可）※  
 　 歯科健診の受診  　　      500ｐ（年１回）   結果のアップロード
                    ( 市町実施に限る。) 
　　　　　　　　　　　 8,000 歩以上　      10ｐ／日
　　　　　　 歩数の記録　 5,000 ～ 7,999 歩     ５ｐ／日      アプリやホームページで入力
運動の促進  　 3,000 ～ 4,999 歩　  ３ｐ／日 
 　 スポーツジム等健康づく　　　　　　   対象施設での二次元コー
　　　　　　 り施設の利用 　　　 ５ｐ／日　  ドの読み取り・アクセス
                                                                         コードの入力※
栄養バランス　主食・主菜・副菜を組　  ３ｐ／日 
                   み合わせた食事 　　　　　　　　  アプリやホームページで入力
健康状態　　 体重の記録 　　   ５ｐ／日
の認識 　 適正体重（BMI）の維持  10ｐ／日　   体重の記録データから自動
 　 適正体重（BMI）への変化 　　　  算出 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象会場での二次元コード
社会参加 　 健康イベント等への参加  30ｐ／回　　の読み取り・アクセスコー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドの入力※
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特　集　Ⅱ

2017 年度「平和活動キックオフ集会」

　
『
核
な
き
世
界
』
を
め
ざ
し
て
、

「
２
０
１
７
年
度
平
和
活
動
キ
ッ
ク

オ
フ
集
会
」
が
、
５
月
26
日
（
金
）、

広
島
市
中
区
の
合
人
社
ま
ち
づ
く
り

ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し

た
。
生
協
ひ
ろ
し
ま
虹
の
コ
ー
ラ
ス

の
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ー
ラ
ス
に
、
参
加

『
核
兵
器
な
き
世
界
』
を
め
ざ
し
て
…

２
０
１
７
年
度
平
和
活
動
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

開会挨拶をする岡村県生協連会長情勢報告を行う岩崎常務理事活動報告を行う大越事務局長報告する箕牧さんを追うTVカメラ

県の活動状況を説明する下﨑課長平和活動のルーツを語る中奥事務局長広島県生協連2017平和活動を紹介する戸田理事閉会の挨拶を行う広島YMCA殿納副総主事

【主　　催】
2017 年度平和活動
キックオフ集会実行委員会
・広島県原爆被害者団体協議会
・広島県原爆被害者団体協議会
・広島県地域女性団体連絡橋議会
・（公財）広島YMCA
・広島県青年連合会
・広島県生活協同組合連合会

者
は
迎
え
ら
れ
、
会
場
に
は
厳
粛
な

雰
囲
気
が
充
ち
、
司
会
者
の
開
会
宣

言
で
集
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
広

島
県
生
協
連
岡
村
信
秀
会
長
理
事
が

昨
今
の
世
界
情
勢
を
語
り
、
会
の
目

的
を
強
調
し
挨
拶
。
次
に
、（
公
財
）

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
岩
崎
静
二

常
務
理
事
が
、「
核
兵
器
を
取
り
巻

く
世
界
情
勢
」
と
題
し
て
、
会
場
正

面
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
国
際
状

況
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
活

動
報
告
に
。
最
初
は
、
広
島
県
原
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
大
越
和
郎
事
務

局
長
が
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
を
め

ぐ
る
状
況
と
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
の
意

義
」
と
題
し
て
報
告
。
次
に
、「
被

爆
証
言
か
ら
得
た
も
の
」と
題
し
て
、

証
言
活
動
の
中
か
ら
得
た
こ
と
を
、

広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
箕

牧
智
之
副
理
事
長
が
感
情
豊
か
に
紹

介
し
ま
し
た
。
次
は
、広
島
県
か
ら
、

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実

現
を
目
指
し
て
」
と
い
う
内
容
で
広

島
県
の
平
和
活
動
状
況
を
担
当
課
長

下
﨑
正
浩
氏
が
説
明
。
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
中
奥
岳
生
事
務
局
長
は
、
折
り
鶴

の
子
の
像
を
挙
げ
て
、「
子
ど
も
の

平
和
活
動
の
ル
ー
ツ
」
を
紹
介
し
ま

し
た
。
広
島
県
生
協
連
か
ら
は
、
戸

田
真
紀
理
事
が
、
広
島
県
生
協
連
の

２
０
１
７
年
の
取
組
を
紹
介
し
、
一

連
の
活
動
報
告
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
広
島
県
生
協
連
の
高
田

専
務
理
事
の
司
会
で
、
質
疑
応
答
。

参
加
者
か
ら
は
「
被
爆
者
団
体
の
活

動
に
つ
い
て
」
質
問
も
出
て
、
約
10

分
間
の
質
疑
応
答
が
終
わ
り
、
会
は

広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
殿
納
隆
義
副
総
主
事

の
閉
会
の
辞
で
幕
が
下
り
ま
し
た
。

（
取
材
と
文
・
Ｙ
）

「アピール文」を読み上げる
広島中央保健生協 田中部長
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特　集　Ⅱ

ヒバクシャ国際署名

　

３
月
21
日
の
第
１
回
署
名
活
動
に

続
い
て
、
６
月
１
日
（
木
）
午
前

11
時
か
ら
約
30
分
間
、
２
回
目
の
被

爆
者
団
体
の
署
名
活
動
が
広
島
市
本

通
か
ら
平
和
公
園
に
続
く
元
安
橋
上

で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
活
動
は
、
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
６
月

15
日
に
始
ま
る「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
第
２
回
制
定
交
渉
会
議
を
後
押
し

す
る
た
め
に
、
広
島
市
の
被
爆
者
７

団
体
が
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

を
集
め
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
だ
。

　

今
年
２
回
目
の
こ
の
活
動
に
は
、

松
井
一
実
広
島
市
長
が
７
団
体
の
要

請
に
応
え
街
頭
行
動
に
参
加
。
核
兵

器
廃
絶
へ
、
７
団
体
の
代
表
た
ち
約

40
人
と
と
も
に
、
道
行
く
人
々
の
署

名
協
力
を
訴
え
た
。

　

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
は
、
日
本

被
団
協
の
提
唱
で
昨
年
４
月
に
始
ま

り
、
核
兵
器
を
禁
止
・
廃
絶
す
る
条

約
を
世
界
の
全
て
の
国
に
求
め
る
も

の
だ
。
松
井
市
長
は
、署
名
活
動
後
、

記
者
団
の
質
問
に
、「
第
２
回
会
議

も
不
参
加
を
表
明
し
て
い
る
日
本
政

府
に
改
め
て
参
加
を
要
請
す
る
」
と

い
う
意
向
を
示
し
た
。
ま
た
、
広
島

県
被
団
協
（
坪
井
直
理
事
長
）
の
箕

牧
智
之
副
理
事
長
は
、「
国
連
へ
で

き
る
だ
け
多
く
の
署
名
を
届
け
る
の

が
私
た
ち
の
役
目
」、「
私
た
ち
は
あ

と
が
な
い
！
」と
力
を
込
め
ら
れ
た
。

　

集
め
ら
れ
た
署
名
は
、
東
京
の
事

務
局
で
集
計
し
、
被
爆
者
た
ち
の
第

２
回
会
議
の
渡
米
団
に
託
さ
れ
る
。

（
取
材
と
文
・
Ｙ
）

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

平和を願って署名する通行人 松井広島市長を中央に署名を呼びかけるヒバクシャ 広島を訪れた外国人女性も快く署名に応じてくれました

報道陣に囲まれて松井広島市長の求めに応じて署名する広島を訪れた外国人男性
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特　集　Ⅱ

ヒバクシャ国際署名

核兵器のない世界を目指して呼びかける。
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会員トピックス

ぼうさい学習会開催！

　

５
月
13
日
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
は
広

島
呉
地
区
郵
便
局
長
会
と
共
同
開
催

で
、
ぼ
う
さ
い
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
両
者
は
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し

を
め
ざ
し
て
、
地
域
の
人
や
環
境
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
共
同
で
取
り

組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
今
回
も
共

同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
広
島
市
土
砂
災

害
な
ど
の
危
機
管
理
か
ら
、
各
自
治

体
や
民
間
企
業
、
個
人
で
も
防
災
・

減
災
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
相
互
の
助
け
合
い

を
軸
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
災
害
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
や
行
動
が
実
践

に
結
び
つ
く
こ
と
を
願
い
、
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
広
島
・
呉
の
２
会
場
で

市
町
の
危
機
管
理
課
や
消
防
士
の

方
々
か
ら
お
話
を
聞
き
、
災
害
が
起

こ
っ
た
時
に
情
報
を
聞
く
こ
と
の
大

切
さ
と
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
し
て

みんなで試食

乾物とツナ缶を使って調理

ぼうさい学習会の様子

お
く
こ
と
な
ど
を
改
め
て
考
え
直
す

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
の
学
習
会
に
続
く

第
２
弾
と
し
て
、
参
加
者
同
士
が
話

し
あ
い
を
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
行

い
ま
し
た
。
最
初
に
、
広
島
市
南
区

役
所
よ
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明

や
避
難
時
の
心
構
え
な
ど
の
お
話
い

た
だ
い
た
後
、
学
ん
だ
こ
と
、
思
っ

た
こ
と
を
参
加
者
同
士
で
話
し
ま
し

た
。
改
め
て
災
害
へ
の
意
識
・
減
災

の
取
り
組
み
・
避
難
に
つ
い
て
の
準

備
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
家
族
と

話
す
こ
と
が
大
切
と
い
う
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
生
協
か
ら
、
生
き
る
た
め

の
食
の
提
案
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
目
を
閉
じ
て
落
ち
着
い
て

も
ら
い
、
突
然
の
地
震
や
災
害
が
発

生
し
た
と
想
定
し
て
行
動
。そ
し
て
、

命
は
助
か
っ
た
と
仮
定
し
て
、
そ
の

後
、
食
べ
る
こ
と
に
関
心
を
向
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
電
気
、
ガ
ス
や
水

に
不
自
由
し
た
時
、
乾
物
や
缶
詰
な

ど
で
一
品
作
る
こ
と
。
火
や
水
が
使

え
る
状
態
な
ら
、
ポ
リ
袋
で
ご
飯
を

炊
く
こ
と
な
ど
、
模
擬
調
理
を
し
て

試
食
を
し
た
こ
と
で
、
普
段
料
理
を

し
な
い
方
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
、
男
女
問
わ
ず
協
力
出
来
る
と
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」。
ま
ず
は

自
分
が
自
分
の
命
を
守
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。
そ
の
こ
と
に
関
心
を
持

つ
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
と
し
て
、
私
た

ち
が
応
援
で
き
た
こ
と
は
、
た
い
へ

ん
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
き
な

成
果
で
し
た
。

　

次
回
開
催
に
向
け
て
、
小
さ
な
地

域
単
位
で
、身
近
に
住
む
人
を
知
り
、

危
険
個
所
や
避
難
場
所
・
避
難
所
を

知
る
こ
と
や
、
実
際
の
食
事
を
作
る

こ
と
を
体
験
す
る
な
ど
、
行
動
で
実

感
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
文
責
：
生
協
ひ
ろ
し
ま
戸
田
真
紀
理
事
）

生
協
ひ
ろ
し
ま
・
広
島
呉
地
区
郵
便
局
長
会

ぼ
う
さ
い
学
習
会
開
催
！
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「子ども食堂・居場所」シンポジウム　ユニセフラブウォーク
　

広
島
中
央
保
健
生
協
は
、
４
月
25

日
に
「
子
ど
も
食
堂
・
居
場
所
」
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
社

会
的
な
関
心
を
呼
ぶ「
子
ど
も
食
堂
」

が
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

他
団
体
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
31

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
す
で
に
子
ど
も
食
堂
を

実
践
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会

館
「
ス
ペ
ー
ス
こ
む
ぎ
」
と
、
広
島

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
「
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

の
担
当
の
方
か
ら
日
頃
の
活
動
状

況
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
ス
ペ
ー

ス
こ
む
ぎ
」
は
、
運
営
母
体
が
保
育

園
や
児
童
館
を
運
営
し
て
い
る
事
も

あ
り
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
が

特
徴
的
で
、
食
事
内
容
に
こ
だ
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
カ
レ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
」
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
比
較
的
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
軽
や

か
に
対
応
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。
日
ご
ろ
の
活
動
の
中
で
の

苦
労
話
や
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
関

わ
り
方
、
そ
し
て
運
営
資
金
と
援

助
金
の
こ
と
な
ど
、「
ブ
ッ
チ
ャ
ケ
」

話
も
含
め
、
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で

し
た
。
何
よ
り
も
、
報
告
者
の
お
二

人
と
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
喜
ん

で
い
る
姿
に
や
り
が
い
と
誇
り
と
喜

び
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

廿
日
市
か
ら
参
加
の
方
と
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
後
す
ぐ
に
、
今
後

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
島
中
央
保
健
生
協
で
も
こ
れ
を

機
会
に
、
さ
ら
に
前
向
き
に
「
子
ど

も
食
堂
」
実
現
に
向
け
、
人
と
人
と

を
結
び
つ
け
、
生
協
ら
し
い
食
堂
作

り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
：
広
島
中
央
保
健
生
協
理
事
会
社
保
委
員
会
）

「
子
ど
も
食
堂
・
居
場
所
」

  
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

広
島
中
央
保
健
生
協

　

５
月
13
日
（
土
）
に
今
年
も
、
ラ

ブ
ウ
ォ
ー
ク
in
因
島
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
小

雨
模
様
で
し
た
が
、
出
発
の
前
に
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
や
ん
で
37
名
（
内
、

子
供
２
名
）
の
組
合
員
さ
ん
が
参
加

し
て
、
無
事
終
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
行
進
後
に
、
フ
レ
ニ
ー

ル
の
店
頭
で
家
庭
会
組
合
員
さ
ん
と

一
緒
に
、
ユ
ニ
セ
フ
の
募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
や

募
金
参
加
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
総
額
２
５
，
４
３
９
円

の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
募
金
は
、
ユ
ニ
セ
フ
協

会
へ
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
セ
フ
協
会
で
は
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
世

界
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
未
来
を
守

る
た
め
に
、
教
育
、
保
健
、
栄
養
、

水
と
衛
生
、
保
護
、 

緊
急
救
援
な
ど

の
支
援
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
を
支
え
て 

い
る
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

募
金
で
す
。
私
た
ち
は
、
今
後
も
ラ

ブ
ウ
ォ
ー
ク
in
因
島
の
イ
ベ
ン
ト
へ

１
人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
支
援
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
文
責
：
日
立
造
船
因
島
生
協　

大
本
積
専
務
理
事
）

ユ
ニ
セ
フ
ラ
ブ
ウ
ォ
―
ク
in
因
島

日
立
造
船
因
島
生
協
家
庭
平
和
活
動
グ
ル
ー
プ

行進の様子

商店街をラブウォーク

なごやかに進行――

会場の様子

参加した組合員さん

店頭での募金活動
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赤ちゃんサポートステーション　ワーカーズ協同労働事例発表会

福
山
ば
ら
祭

　

５
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
の
両
日
、
福
山

市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
50
回
福
山
ば
ら
祭
」
に
生

協
ひ
ろ
し
ま
か
ら
「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
出
店
し
ま
し
た
。
２
回
目
と
な
る
今

年
は
、
両
日
と
も
気
温
が
30
度
を
超
え
る
中
、
人

ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

生
協
ひ
ろ
し
ま
は
、５
月
３
日（
水
）〜
５
日（
金
）

に
行
わ
れ
た
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
、
授
乳
室
や
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
、
調
乳

用
の
お
湯
な
ど
も
提
供
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ

赤ちゃんサポートステーションを開設！

　

５
月
10
日
（
水
）、
広
島
市
中
区
の

合
人
舎
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
地
域
と
自
分
を
笑
顔
に
す
る
働

き
方
「
協
同
労
働
取
組
事
例
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
、
発
表
会
は
、
主
催
者

で
あ
る
広
島
市
経
済
観
光
局
福
岡
美

鈴
次
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
協
同

労
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
オ
ー
ム
の
山
口

豪
氏
の
事
業
の
説
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

続
い
て
、
日
本
労
働
者
協
同
組
合

（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
連
合
会
の
古

村
伸
宏
専
務
理
事
の
「
地
域
の
中
で
、

地
域
の
た
め
に
『
は
た
ら
く
』
こ
と
」

を
テ
ー
マ
の
30
分
間
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
次
に
、
協
同
労
働
取
組
事

例
の
発
表
。
最
初
は
、
安
佐
北
区
可

部
町
勝
木
の
『
ケ
サ
ラ
』
田
山
幸
子

さ
ん
の
「
た
す
け
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
」。
２
番
目
は
、
安
佐
南

区
伴
東
Ｇ
Ｏ
・
郷
ま
つ
む
ね
下
田
彰

さ
ん
の
「
集
い
の
場
と
楽
し
い
時
間

を
提
供
」。
最
後
に
、「「
暮
ら
し
や
す

い
環
境
を
整
備
」
と
題
し
て
、
東
区

東
山
の
向
谷
敦
志
さ
ん
の
発
表
が
あ

り
、
会
場
は
静
か
で
熱
い
共
感
を
生

み
出
し
ま
し
た
。（
文
責　

Ｙ
）

ワ
ー
カ
ー
ズ

協
同
労
働
事
例
発
表
会

GO・郷まつむねを紹介する下田さん 事例を紹介するするケサラの下田さん 講演する古村専務理事 協同労働取組事例発表会会場

楽しく事例紹介する向谷さん

の
ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
。
３
年
目
と
な
る
今
年
は
、

輪
投
げ
や
的
当
て
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
共
済
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
ー

す
け
」
と
の
記
念
撮
影
会
も
あ
り
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

みんなでサポートします！

気
者
の
コ
ー
す
け
も
頑
張
っ
て
小
さ
い
お
子
さ
ん

と
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
マ
マ
・
パ

パ
達
に
、
お
む
つ
交
換
室
や
授
乳
室
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
報
告
：
生
協
ひ
ろ
し
ま  
大
山
敏
明 

課
長
）

イクちゃんとコーすけ

受付を待つご家族連れ

福山ばら祭会場

暑い中、コーすけも大活躍

サポートステーションの中の様子

生協ひろしま

※ワーカーズコープは、広島県生協連の賛助会員です。
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生協連の催し告知

2017ピースアクション in ヒロシマ　虹のひろば

【予　　告】

ヒロシマの心を次世代のあなたへ　～あなたは何を継承しますか～
　　　　　　■日　時　2017 年 8月 5日（土）13：10～ 16：30（開場 12：30）
　　　　　　■場　所　広島県立総合体育館　グリーンアリーナ
虹のひろば
生活協同組合は、創立時から「平和とよりよき生活のために」をスローガンに掲げ、
市民の立場から、戦争のない平和な社会の実現を願い活動をしています。8月 5日
は、広島で平和についての想いを広げ、各地の平和の取組みを交流する「虹のひろ
ば」を開催します。
第 1部　虹のステージ　13：10 ～ 14：40
　■広島市立沼田高校演劇部被爆劇上演――広島市立沼田高等学校演劇部による
　　広島の原爆をテーマにした劇「風の電車」（黒瀬貴之作 ) の上演
　■ヒバクシャ国際署名の取り組み報告
第 2部　みんなの広場　14：40 ～ 15：50
　■安田女子大学書道学科大書パフォーマンス――安田女子大学書道学科の学生
　　さんが書く大書は、圧倒的な迫力と感動的なパフォーマンスです。
　■広島市立基町高校「原爆の絵」展示
　　被爆体験証言者と共同で作成した原爆の絵を展示します。
　■広島県立福山工業高校「原爆直後の広島市内の復元映像」上映
　　コンピューターグラフィックスを用いた被爆直後の広島市の復元映像を上映します。
第 3部　フィナーレ　15：50 ～ 16：30
　■子ども平和会議――全国から未来を担う子どもたちが集まり、平和を考えます。
　　みんなで考えたアピール文を読みあげます。
　■虹のひろば合唱団
　　二度と広島や長崎のような悲惨な出来事が起きないように、広島から平和を
　　願い歌います。

『2017市民平和フォーラム』(仮称 ) ～「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い～
■日　時　2017年 10月 19日 ( 木 )　13時 15分～16時 30分頃
■場　所　広島県民文化センターホール
■参　加　約500名（行政・生協関係者・被団協関係者・一般市民他）
■入場料　無料
■主　催　広島県生活協同組合連合会　　■共　催　広島市民平和6団体実行委員会
■協　賛　広島県・広島市・（公財）広島平和文化センター・広島県教育員会・広島市教育委員会・広島市立大学 (予定 )
■後　援　マスコミ各社 (予定 )
■主　旨　・広島県生協連創立50周年の記念行事として開催します。
　　　　　・被爆の継承と平和文化を「広島の復興を支えてきたカープとお好み焼」「平和を尊ぶ次世代の
　　　　　　あなたへ」というテーマで広島からメッセージを発信します。
■プログラム（案）
　①シンポジウム「広島の復興を支えてきたカープとお好み焼」（仮題）
　　・「なぜ、広島にお好み焼があるのか」　広島市立大学　特任教授　國本善平氏
　　・「なぜカープは市民に愛されるのか」　ＮＨＫ広島放送局報道番組ディレクター　鈴木昭弘氏
　②記念講演「戦後72年・次世代のあなたへ」（仮題）　広島市立大学　教授　直野章子氏
　③ミニコンサート（カープジャズ）

沼田高校演劇部「風の電車」より

大書パフォーマンス

虹のひろば合唱団
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50 周年に寄せて

　

広
島
県
生
協
連
創
立
50
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
創
立
以
来
、

数
々
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
、

今
日
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

１
９
８
４
年
よ
り
１
９
９
８
年
ま

で
、
私
は
県
連
役
員
に
在
籍
し
ま
し

た
。こ
の
間
、今
は
亡
き
木
村
、田
中
、

桂
田
、
中
郷
、
冨
田
各
会
長
・
副
会

長
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
数
々
の

問
題
に
接
し
、そ
の
都
度
乗
り
越
え
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
県
連
役
員
就
任
時
は
、
購
買

生
協
く
ら
い
し
か
よ
く
知
ら
な
い
私

は
、
生
協
に
は
学
校
、
高
校
、
大
学
、

市
民
、
医
療
、
共
済
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
の
違
い
に
戸
惑
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
不
況
を

乗
り
越
え
て

　

第
２
次
石
油
危
機
以
後
の
経
済
混

乱
の
中
で
、
全
国
の
購
買
生
協
も

店
舗
大
型
化
で
不
況
を
乗
り
切
ろ
う

と
、
全
国
各
地
に
大
型
店
舗
の
出
店

に
取
り
組
み
始
め
、
出
店
を
め
ぐ
り

小
売
業
界
か
ら
生
協
を
規
制
す
る
動

き
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し

「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」

県
連
で
は
、
１
９
８
５
年
に
規
制
反

対
の
組
合
員
署
名
に
取
り
組
み
、
併

せ
て
友
誼
団
体
に
も
賛
同
署
名
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
の
方
で
は
、
共
同
購

入
事
業
が
爆
発
的
な
伸
び
を
示
し
、

広
島
県
民
生
協
と
広
島
中
央
市
民
生

協
が
合
併
し
、「
生
活
協
同
組
合
ひ

ろ
し
ま
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
一
方
、

県
内
の
職
域
を
中
心
と
し
た
購
買
生

協
は
、産
業
構
造
不
況
に
見
舞
わ
れ
、

最
大
の
経
営
不
況
に
陥
り
ま
し
た
。

呉
生
協
で
は
造
船
不
況
を
ま
と
も
に

受
け
、
深
刻
な
経
営
不
振
に
至
り
、

そ
れ
を
乗
り
切
る
た
め
に
生
協
ひ
ろ

し
ま
と
共
同
購
入
事
業
で
全
面
的
な

事
業
連
帯
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
事
業
の
飛
躍
的
な
伸
び
に

よ
り
、
経
営
状
況
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
１
９
９
２

年
に
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
と
全
国
で
初

め
て
と
な
る
生
協
同
士
の
共
同
出
店

も
実
現
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
立
造
船
因
島
生
協
で

も
、
日
立
造
船
因
島
工
場
が
新
造
船

部
門
か
ら
撤
退
、
厳
し
い
経
営
状
況

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
店
舗
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
と
の

共
同
購
入
の
事
業
連
携
等
に
よ
り
、

回
復
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
共

同
購
入
生
協
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協

ひ
ろ
し
ま
も
発
足
し
、
県
内
の
生
協

全
体
で
事
業
規
模
を
拡
大
し
ま
し

た
。

多
く
を
学
び
、
活
動
は
今
も

　

組
合
員
活
動
で
は
、
女
性
の
社
会

進
出
、男
女
共
同
参
画
が
本
格
化
し
、

日
本
生
協
連
で
も
日
本
女
性
評
議
会

が
設
置
さ
れ
、
今
で
は
多
く
の
女
性

が
生
協
各
部
門
で
活
躍
し
、
県
連
で

も
多
く
の
女
性
理
事
が
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
和
活
動
で
は
、

生
協
虹
の
ひ
ろ
ば
、
市
民
平
和
行
進

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
市
民
平
和

行
進
で
は
、
福
山
市
大
門
で
岡
山
県

連
か
ら
引
き
継
ぎ
、
広
島
平
和
公
園

ま
で
県
内
生
協
が
中
心
と
な
っ
て
歩

い
た
の
は
、
暑
い
中
で
の
楽
し
い
行

進
の
思
い
出
で
す
。
ま
た
、
日
本
生

協
連
の
理
事
会
を
８
月
５
日
に
広
島

で
開
催
し
、
翌
日
の
８
月
６
日
の
平

和
記
念
式
典
に
理
事
の
皆
さ
ん
が
参

列
し
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。

広
島
県
生
協
連
創
立
50
周
年
に
寄
せ
て

広島県生協連虹友会（OB会）会長 
（広島県生協連元副会長・呉生協元常務理事）

　

県
連
で
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

現
在
地
元
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
活
か
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人

は
一
人
の
た
め
に
」。
こ
の
言
葉
は

今
も
私
の
信
念
で
す
。

　

今
後
の
広
島
県
生
協
連
の
更
な
る

ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

th
Anniversary
広島県生活協同組合連合会は
今年創立50周年を迎えます

吉本 政治
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事務局だより

理事会・委員会報告　消費者ネット広島

第
５
回
理
事
会
報
告

■
開
催
日　

４
月
21
日

■
場　

所　

広
島
県
生
協
連

　
　
　
　
　

３
階
会
議
室

■
出　

席　

理
事
17
名
中
11
名
出

席
、
監
事
２
名
中
２
名
出
席

□
議
決
事
項

　

他
団
体
の
公
職
承
認
に
つ
い
て
、

広
島
県
消
費
生
活
審
議
会
委
員
、

㈱
ジ
ェ
イ
・
イ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
監

視
委
員
会
監
視
委
員
の
選
出
に
つ

い
て
承
認
決
定
し
た
。

□
協
議
事
項

⒈ 
２
０
１
７
年
度
通
常
総
会
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
６
年
度
決
算
と

剰
余
金
処
分
案
及
び
監
査
報
告
、

２
０
１
７
年
度
収
支
予
算
（
２
次

案
）、
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
と

２
０
１
７
年
度
方
針
（
２
次
案
）、

役
員
報
酬
決
定
に
つ
い
て
確
認
し

た
。
ま
た
、
通
常
総
会
の
運
営
・

役
割
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

⒉ 

広
島
県
生
協
連
50
周
年
企
画
に

つ
い
て
は
、
実
施
項
目
と
大
枠
予

算
案
を
確
認
し
た
。

□
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

全
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

・
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者

が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
２
０
１
７
年
度
平
和
活
動
キ
ッ
ク

オ
フ
集
会
に
つ
い
て

・
２
０
１
７
年
４
月
以
降
の
広
島
県

生
協
連
組
織
体
制
に
つ
い
て

・
他
団
体
へ
の
後
援
名
義
に
つ
い
て

第
１
回
組
織
平
和
委
員
会
報
告

■
開
催
日　

４
月
14
日

■
場　

所　

広
島
県
生
協
連

　
　
　
　
　

３
階
会
議
室

□
主
な
協
議
・
報
告
事
項

・
２
０
１
７
年
度
の
平
和
活
動
の

各
取
組
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
、
２
０
１
７
市
民
平
和
行
進
、

２
０
１
７
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in

ヒ
ロ
シ
マ
、
２
０
１
７
年
度
平
和

活
動
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
）
に
つ
い

て・け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
７

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
２
０
１
７
年
度
地
域
支
援
事
業
に

係
わ
る
第
一
協
議
体
と
の
協
議
に

つ
い
て

・
２
０
１
７
年
わ
が
家
の
電
気
・
ガ

ス
料
金
し
ら
べ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

第
１
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
報
告

■
開
催
日　

６
月
１
日

■
場　

所　

広
島
県
生
協
連

　
　
　
　
　

３
階
会
議
室

□
主
な
協
議
・
報
告
事
項

・
２
０
１
７
年
度
福
祉
介
護
委
員
会

活
動
計
画
（
案
）
及
び
推
進
体
制

に
つ
い
て

・
広
島
市
協
議
体
へ
の
参
画
に
つ
い

て・
２
０
１
７
年
度
経
営
比
較
分
析

（
地
域
密
着
型
事
業
）
の
提
案

・
福
祉
・
介
護
委
員
会
規
則
に
つ
い

て・健
康
づ
く
り
分
野
の
活
動
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

（
文
責
：
広
島
県
生
協
連 

福
島　

守
）

理
事
会
・
委
員
会
報
告

　

近
年
、
振
り
込
め
詐
欺
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
詐
欺
な
ど

の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
存

在
し
て
い
ま
す
。
情
報
を
知
り
、
被

害
に
あ
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た

被
害
に
あ
っ
た
と
き
の
対
処
法
に
つ

い
て
、
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
く
よ
う
に
」
は
詐
欺
で
す

（
２
０
１
７
年
１
月
17
日 

独
立
行
政

法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

見
守
り

新
鮮
情
報
第
２
７
１
号
よ
り
）

【
事　
　

例
】

　

市
役
所
か
ら
「
４
年
分
の
医
療
費

の
還
付
金
が
２
万
円
ほ
ど
あ
る
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。「
手
続
き
は
今
日

中
だ
が
、
取
引
銀
行
は
ど
こ
か
」
と

聞
か
れ
た
の
で
答
え
る
と
、
銀
行
か

ら
電
話
を
さ
せ
る
と
言
っ
て
切
れ

た
。す
ぐ
に
銀
行
か
ら
電
話
が
あ
り
、

家
の
近
く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
待
ち
合
わ
せ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
く
と
、「
急
用
で
行
け
な
い
。

こ
れ
か
ら
電
話
で
手
続
き
を
案
内
す

る
」
と
言
わ
れ
、
指
示
通
り
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
通
帳

を
見
る
と
１
０
０
万
円
近
く
引
き
出

さ
れ
て
い
た
。（
70
歳
代　

女
性
）

 

ひ
と
こ
と
助
言

★
高
齢
者
を
狙
っ
た
還
付
金
詐
欺
の

ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で
携
帯
電

話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
た
ら
還
付
金
詐
欺
で

す
。
行
政
や
金
融
機
関
の
職
員
が
還

付
金
等
の
受
け
取
り
の
た
め
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
行
う
よ
う
に
連
絡
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
「
手
続
き
は
今
日
中
」
な
ど
と
せ

か
さ
れ
て
も
、
慌
て
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
周
囲
に
相
談
す
る
な
ど
、

冷
静
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。
一
度
お

金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り
戻

す
の
は
極
め
て
困
難
に
な
り
ま
す
。 

★
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
最
寄

り
の
警
察
や
お
住
ま
い
の
自
治
体

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
）。

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

手
口
を
知
ろ
う
②

（
消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島　

宗
山
事
務
局
長
）
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広島YMCA
総主事

上久保 昭二
　　かみくぼ　　しょうじ　

1975年広島ＹＭＣＡ奉職、広島・福山ＹＭ
ＣＡ少年部主事職を経て、東広島ＹＭＣＡ館
長、米子・岩国の専門学校事業の事務長や国
際コミュ二ティセンター事務局長を歴任、日
本ＹＭＣＡ同盟で国際事業担当者として従事
後、2010年広島ＹＭＣＡ第８代総主事に就任。
現在に至る。

　

２
０
１
７
年
６
月
と
な
り
、
広
島

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
79
年
目
の
夏
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９
３
８
年
10

月
の
こ
と
で
し
た
。
前
年
に
日
中
戦

争
が
始
ま
り
、
そ
の
年
に
は
国
家
総

動
員
法
が
発
令
さ
れ
、
若
者
の
多
く

が
軍
部
に
徴
用
さ
れ
る
中
、
礎
石
だ

け
は
創
っ
て
お
こ
う
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

会
員
の
先
達
た
ち
は
設
立
に
踏
み

切
っ
た
の
で
す
。
１
９
４
１
年
、
戦

争
に
突
入
し
活
動
の
多
く
は
制
限
さ

れ
、
原
爆
に
よ
っ
て
広
島
は
全
て
を

失
い
ま
す
。
し
か
し
、
投
下
か
ら
わ

ず
か
３
か
月
後
の
１
９
４
５
年
11

月
、
生
き
残
っ
た
会
員
達
は
広
島
の

復
興
に
向
け
て
歩
み
を
始
め
ま
す
。

多
く
の
子
ど
も
達
が
家
や
家
族
を
失

い
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
青
少
年
達

を
集
め
「
子
ど
も
会
」
を
つ
く
り
指

導
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
平
和
記
念

公
園
に
あ
る
「
原
爆
の
子
の
像
」
の

建
立
運
動
や
「
原
爆
ド
ー
ム
」
の
保

存
運
動
等
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
集
う
子
ど

も
達
の
協
力
も
大
き
か
っ
た
こ
と
は

確
か
で
す
。

　

戦
後
、
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
青
少
年

が
よ
り
よ
く
生
き
て
い
け
る
社
会
を

め
ざ
し
て
、
平
和
や
核
兵
器
の
廃
絶

と
い
う
こ
と
を
基
軸
に
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
を

眺
め
ま
す
と
、
政
治
・
教
育
・
福
祉
・

人
権
と
い
っ
た
重
要
な
分
野
が
危
機

灯
ろ
う
に
し
て
浮
か
べ
る
「
平
和
の

灯
ろ
う
流
し
」
な
ど
を
８
月
６
日
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
広
島
の
若
者
が

世
界
の
若
者
と
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

り
、「
友
達
が
い
る
国
と
は
戦
争
は

し
な
い
」と
感
じ
て
く
れ
る
若
者
を
、

い
か
に
多
く
育
て
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、「
平

和
の
源
は
友
達
作
り
か
ら
」
と
い
う

こ
と
を
実
践
を
通
し
て
、
い
か
に
身

に
つ
け
る
か
と
言
う
こ
と
で
す
。
彼

ら
が
社
会
人
に
な
り
、
そ
の
多
く
が

今
の
日
本
を
世
界
に
誇
れ
る
平
和
な

国
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
平
等
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
は
、

生
協
の
願
い
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
真
の
平
和
を
求
め
、
実

践
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
諸
団
体

と
協
働
・
協
力
し
て
、
平
和
な
社
会

を
め
ざ
し
、
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

的
な
状
況
に
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
教

育
勅
語
を
容
認
す
る
よ
う
な
発
言
や

自
衛
隊
の
紛
争
地
域
へ
の
派
遣
、
多

文
化
共
生
を
認
め
な
い
風
潮
や
福
祉

の
削
減
、
テ
ロ
防
止
と
い
う
こ
と
を

名
目
に
し
た
法
律
の
準
備
等
、
日
本

国
憲
法
が
、
ま
た
日
本
国
民
が
戦
後

一
貫
し
て
守
っ
て
き
た
「
平
和
」
と

い
う
こ
と
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
容
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
国
が
そ
う
い
っ
た
風
潮
に

あ
る
中
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
独
自
性
を
活
か
し
な
が
ら
草
の

根
の
平
和
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
に
は
広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
や
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
を
中
心
と
し
た
市
民
６
団
体
で

「
市
民
平
和
行
進
」
を
実
施
し
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
世
界
に
平
和
を

訴
え
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
若
者
を

招
聘
し
、
日
本
の
若
者
と
と
も
に
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
「
国
際
青
少
年

平
和
セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
世
界
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

「平和を願う思いを一つに」
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平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

　

広
報
誌
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
印

刷
物
に
と
っ
て
、
文
章
を
構
成
す
る
「
文

字
」
は
欠
か
せ
な
い
。
印
刷
物
の
場
合
、

こ
の
文
字
の
こ
と
を
〝
活
字
〞
と
呼
ぶ
。

か
つ
て
こ
の
活
字
は
、
鉛
の
合
金
の
ハ
ン

コ
状
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
硬
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
わ
る
。
ま
た
、
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
の
普
及
と
と
も
に
、
活
字
と

は
違
う
写
真
植
字
と
い
う
も
の
が
登
場

し
、
一
時
代
を
築
い
た
▼
写
植
が
時
代
の

主
流
と
な
っ
て
か
ら
、
文
字
は
ワ
ー
プ
ロ

の
時
代
と
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
出
現
と
同

時
に
印
刷
文
字
も
〝
フ
ォ
ン
ト
〞
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
た
。
こ
の
フ
ォ
ン
ト
と
い
う

の
は
（
詳
細
は
省
く
）、
文
字
の
輪
郭
を
線

で
く
く
り
、
中
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
も
の
で

あ
る
。
活
字
や
写
植
は
、
必
要
な
大
き
さ

の
文
字
は
、
そ
の
大
き
さ
の
サ
イ
ズ
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
フ
ォ
ン

ト
文
字
は
、
大
き
さ
を
自
在
に
で
き
る
の

で
、
印
刷
に
は
最
適
で
あ
る
▼
活
字
の
種

類
は
、
日
本
語
の
場
合
、
大
き
く
分
け
て
、

明
朝
体
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
２
種
類
が
あ
る
。

こ
の
広
報
誌
の
文
章
も
、
こ
の
明
朝
体
と

ゴ
シ
ッ
ク
体
の
２
種
類
だ
け
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
明
朝
体
と
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
の
違

い
は
、明
朝
は〝
品
〞が
あ
り
弱
い
、ゴ
シ
ッ

ク
は
強
く
目
立
つ
。
し
か
し
そ
の
分
、
多

用
す
る
と
品
が
な
く
な
る
。
印
刷
物
の
ほ

と
ん
ど
の
文
字
は
、
明
朝
と
ゴ
シ
ッ
ク
で

構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
編
集
者
は
、
そ
の

２
種
の
文
字
を
「
い
か
に
使
う
か
…
」
と

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
Ｙ
）
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